
安全を確保するための施設

① 主な施設と設備

施 設

設 備
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安全を確保するための施設

② 火災対策設備
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③　列車と駅の設備等

安全を確保するための施設

ＡＴＣ（自動列車制御装置）Automatic Train Control

交通局の地下鉄の列車は、閉そく区間ごとに設けられた信号機の現示に従って運行し

ます。例えばある区間内に列車が存在する時、その後方の信号機は赤・赤・黄・緑と

いったように現示します。

赤は停止でそこから進めません。黄は注意を意味し、40km/hを超えない速度で運転し

なければなりません。緑は進行で、70km/hを超えない速度で運転できます。

もし、列車が信号機の現示する速度以上で、ある区間に進入した場合、自動的にブ

レーキを作動させ、既定速度以下に制御する装置がATCです。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置

地下鉄をご利用いただくお客さまの救助率向上を図る

ため、全駅にＡＥＤを設置し、全駅職員を対象にＡＥＤ

の取扱いを含めた応急手当に関する講習を行っています。

可動式ホーム柵

お客さまの駅ホームからの転落や列車との接触

を防止するため、今里筋線には、2006年開業時か

ら全駅に可動式ホーム柵を設置、長堀鶴見緑地線

は、2011年度に全駅に設置完了しています。

また、千日前線全駅及び御堂筋線心斎橋駅と天

王寺駅では、2014年度に可動式ホーム柵の設置を

完了しました。

非常通報器（車内）、非常停止ボタン（ホーム）

車内には、お客さまがボタンを押すことで乗務員と通話ができる「非常通報器」

（インターホン）を設置しています。

また、ホームには非常停止ボタンを設置しています。これは、線路に転落された時や

列車と接触しそうな時など緊急時に押していただくことによって、乗務員に異常を伝え、

列車を停止させる装置です。異常時には絶対に線路へは降りずに、迷わずこの「非常停

止ボタン」を押してくださるようお願いします。

非常停止ボタンの増設を行っています。2015年度末現在で御堂筋線と谷町線は完了し

ており、四つ橋線・中央線・堺筋線と順次増設する予定です。

非常停止ボタン（ホーム）非常通報器（車内）

運転士の養成と訓練

地下鉄運転士になるためには、国が定める動力車操縦者

運転免許の取得が必要です。運転士の養成・訓練には、運

転シミュレータを使用し、基本動作や機器操作についての

教習、実車で困難な異常時の処置についての訓練を実施し

ています。

可動式ホーム柵の段差・すき間対策

可動式ホーム柵の設置を行った「御堂筋線２駅（心斎橋駅・天王寺駅）」「千日前線

全駅」「長堀鶴見緑地線全駅」「今里筋線全駅」では、車いすやベビーカー等をご利用

のお客さまにもスムーズに乗り降りしていただけるよう、可動式ホーム柵の導入に合わ

せてプラットホームと電車床面との段差・すき間の対策（縮小）を行っています。

櫛状ゴム※今里筋線を除く

段差とすき間を

小さくしました。

運転状況記録装置

運転状況記録装置設置

事故発生時の運転状況（速度、ブレーキ操作等）を記録

し、その状況を正確に把握、分析する装置で、事故の防止

に活用するため設置を進めています。（2016年6月完了）
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安全を確保するための施設

④ 保守メンテナンス

転てつ装置の点検

電気設備の保守

列車の運行を支えるための各種電気

設備の保守点検を24時間体制で行って

います。

サードレールの点検

トロリ線の端末加工

車両の保守

常にお客さまの安全を確保するた

め、検車場では毎日、車両の保守を

行っています。

全般検査・重要部検査作業

月検査作業

車輪のメンテナンス

土木施設の保守

輸送の安全の確保のため、軌道及び構造物等の土木施設の保守点検を、

24時間体制で行っています。

建築施設・設備の保守

仕上げ材及び設備機器類の経年劣化等を発見するため、駅全体を定期的に

目視で点検しています。床・壁タイル等は打音検査により、正常な音と劣化

がある音を聞き分けることで、不具合の発見に努めています。設備機器にお

いては、消防設備やホームの吹出口やコンコース天井内のダクトやダンパー

に異常が無いかを点検しています。

各所仕上げ材の

目視点検

コンコース天井内の設備機器点検

 25  26


